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三
月 

別
名 

弥
生
（（や
よ
い
）・建
辰
月
（
け
ん
し
ん
ん
げ

つ
）・季
春
（（き
し
ゅ
ん
）・花
月
・桃
月
・桜
月 

弥
生
の「
弥
」は「
い
よ
い
よ
」「
ま
す
ま
す
」の
意
味
。
た
く
さ

ん
の
植
物
が
生
ま
れ
て
花
盛
り
に
な
る
と
い
う
意
味
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。 

河
出
書
房
新
社
、
鈴
木
充
広
書
「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
、
講
談
社

カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
３
６
５
日「
今
日
は
何
の
日
か
？
」
辞
典
よ
り
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

メ
ジ
ロ
（
前
橋
） 

 
 

 

 

『
三
月
の
花
』 

桃
の
花
、
馬
酔
木
（
あ
し
び
）、
山
茱
萸
（さ
ん
し
ゅ

ゆ
）、
沈
丁
花
（
じ
ん
ち
ょ
う
げ
）、
白
木
蓮
（は
く
も
く

れ
ん
）、
三
椏
（
み
つ
ま
た
）、
連
翹
（れ
ん
ぎ
ょ
う
）、
雪

柳
（ゆ
き
や
な
ぎ
）、
そ
れ
ぞ
れ
字
の
読
み
方
を
知
る
の

も
嬉
し
い
、
口
に
出
し
て
唱
え
て
み
る
の
も
楽
し
い
。 

河
出
書
房
新
社
、
鈴
木
充
広
書
「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」
、
講
談
社

カ
ル
チ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
ス
３
６
５
日「
今
日
は
何
の
日
か
？
」
辞
典
よ
り
） 

「
三
月
の
言
葉
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
内
村
鑑
三
『
続
一
日
一
生
』
二
月
二
十
三
日
） 

偉
人
と
は
大
事
を
な
す
人
で
あ
る
と
思
う
は
大
な
る
間
違
い 

で
あ
る
。
偉
人
と
は
小
事
に
忠
実
な
る
人
で
あ
る
。
小
事
に
忠 

実
な
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
小
事
が
積
も
り
て
、
彼
を
し
て
大
な 

ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
小
人
他
な
し
、
虚
偽
（い
つ
わ
り
）の
人
で 

あ
る
。
万
事
を
ご
ま
か
す
人
で
あ
る
。
（こ
の
よ
う
な
人
は
、
偉 

人
が
や
る
よ
う
に
）何
事
を
も
完
全
に
な
さ
ん
と
欲
し
て
そ
の 

こ
と
を
努
め
ざ
る
（努
め
よ
う
と
は
し
な
い
）人
で
あ
る
。
ゆ
え 

に
彼
は
生
涯
を
費
や
し
て
一
事
を
も
成
就
（じ
ょ
う
じ
ゅ
）し
得 

な
い
の
で
あ
る
。 

偉
人
た
ら
ん
と
欲
す
る
か
？
は
な
は
だ
容
易
で
あ
る
。
す
べ
て 

な
ん
じ
の
手
に
来
る
こ
と
は
、
力
を
尽
く
し
て
こ
れ
を
な
す
べ
し 

で
あ
る
。
誠
実
そ
の
こ
と
が
偉
大
で
あ
る
。
誠
実
を
も
っ
て
万
事 

に
当
た
り
て
、
註

何
び
と
も
偉
大
た
ら
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
も
得 

な
い
。
世
に
い
ま
だ
か
っ
て
誠
実
な
ら
ず
し
て
偉
大
な
り
し
人
の 

あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。 

註
誠
実
に
物
事
を
や
っ
て
い
る
人
は
自
分
が
偉
大 

な
人
に
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
も
そ
れ
は
か
な
わ
ず
、
偉
大
な
人
に
な
る
。 

令和 2年 3月（No200）  

 

医院だより  
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『
三
月
の
暦
』 

 
 

 
一 

日 
 

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
、
ビ
キ
ニ
デ
ィ 

 
 

 

三 
日 

 

ひ
な
祭
り
、
耳
の
日
、
新
潟
浦
佐
押
合
い

祭
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
桜
田
門
外
の
変
（
一
八
六
〇
） 

 
 

 

五 

日 
 

啓
蟄 

 
 

 

七 

日 
 

消
防
記
念
日 

 
 
 
 

八  

日  

国
際
婦
人
デ
ー 

 
 

十 

七
日 

彼
岸
入
り 

 
 

 

二 

十
日 

春
分
の
日 

二
十
三
日 

彼
岸
明
け 

二
十
四
日 

壇
ノ
浦
の
戦
い
（一
一
八
五
） 

二
十
六
日 

犀
星
忌 

二
十
七
日 

京
都
表
千
家
利
休
忌 

 
 

 
 

 

二
十
八
日 

京
都
裏
千
家
利
休
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

参
考 

鈴
木
充
広
著「
暮
ら
し
に
生
か
す
旧
暦
ノ
ー
ト
」河
出
書
房 

平
成
三
十
一
年
神
宮
舘
運
勢
暦
（
神
宮
舘
） 

暮
ら
し
の
歳
時
記
３
６
５
日『
今
日
は
何
の
日
か
？
』（
講
談
社
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

お
し
ら
せ 

一
、
保
険
証
の
提
示
に
つ
い
て 

月
の
最
初
の
受
診
時
に
は
、
受
付
に
保
険
証 

を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。 

二
、
診
療
案
内 

○
一
般
外
来
診
療
・往
診
・在
宅
医
療 

 
 

 

○
禁
煙
外
来 

     

○
骨
粗
鬆
症
の
検
査･

治
療 

○
ピ
ロ
リ
菌
有
無
の
検
索
と
除
菌 

○
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
予
約 

○
胃
カ
メ
ラ
・大
腸
カ
メ
ラ 

 

○
肺
炎
球
菌
・帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン 

三
、
三
月
二
十
日
（金
）
当
番
医
で
、
朝
９
時
か
ら
午
後
６
時

ま
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

四
、
四
月
四
日
（土
）休
診 

 
 

都
合
に
よ
り
休
診
と
な
り
ま
す
。
お
間
違
え
の
無
い
よ 

 
 

う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

五
、
外
来
の
一
部
予
約
制
の
利
用
に
つ
い
て 

外
来
の
混
雑
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

待
ち
時
間
を
減
ら
す
努
力
は
い
つ
も
心
が
け
て
お

り
ま
す
が
、
救
急
の
人
や
重
症
な
患
者
さ
ん
が
多

く
、
全
員
の
予
約
制
は
取
れ
な
い
現
状
で
す
。 

ど
う
し
て
も
時
間
に
制
約
が
お
あ
り
の
方
に
は 

☆
１
時
間
２
名
ず
つ
、
予
約
制
で
診
療
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

前
日
ま
で
の
診
療
時
間
内
に
来
院
さ
れ
る
か
電
話
で

受
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
予
約
を
取
っ
て
い
た
だ
い
て
も
重
症
者
の

処
置
な
ど
で
予
約
時
間
内
に
診
察
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
医
療
機
関
と
し
て
の
事
情
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

ご
意
見
、
ご
助
言
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
玄
関
に

あ
る
ご
意
見
箱
か
、
職
員
、
院
長
ま
で
お
話
し
い

た
だ
け
れ
ば
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

六
、
外
来
診
療
日
の
変
更 

 
 

重
要
！ 

 

四
月
か
ら
、
（原
則
と
し
て
（（木
）の
一
般
診
療
は
中
止 

し
、
胃
・大
腸
内
視
鏡
だ
け
と
致
し
ま
す
。 

 

従
来
は
毎
朝
八
時
半
か
ら
、
２
～
３
名
の
胃
カ
メ
ラ
を 

施
行
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
木
曜
日
以
外 

の
内
視
鏡
検
査
は
、
１
～
２
名
と
し
、
一
般
診
療
開
始 

の
時
間
を
早
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

 

木
曜
日
が
受
診
に
都
合
が
い
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る 

と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
最
初
は
混
乱
が
あ
る
か
も
し 

れ
ま
せ
ん
が
ご
理
解
お
願
い
致
し
ま
す
。 

左
表
で
赤
い
文
字
が
変
更
箇
所
で
す
。 

           
 

 

 月 火 水  木 金 土 

AM 外来診療＆検査 検査日 外来＆検査 

PM 外来・検査・往診  外来  
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 七
、
群
馬
県
保
険
医
協
会 

二
十
四
時
間
健
康
テ
レ
ホ
ン 

 
電
話
〇
二
七―

二
三
四―

四
九
七
〇 

h
ttp

://w
w
w
.raijin.com

/kenko/ 

             
 

 
 

 

ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー 

 
 

 
 

訳
詞 

 

堀
内
敬
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

作
曲 

ジ
ョ
ン
・ダ
グ
ラ
ス
・ス
コ
ッ
ト
夫
人 

 

一 

朝
（あ
し
た
）露
お
く 

 
 

 

野
の
静
寂
（
し
じ
ま
）
に 

 
 

 

い
と
し
ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー 

 
 

 

君
と
語
り
ぬ 

 
 

 

と
こ
し
え
ま
で 

 
 

 

心
か
え
じ 

 
 

 

誓
い
し
ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー 

 
 

 

わ
が
い
の
ち
よ 

 

二 

愛
に
輝
く 

 
 

  

君
が
ま
な
ざ
し 

 
 

  
誠
こ
め
た
る 

 
 

  

君
が
さ
さ
や
き 

 
 

  

と
こ
し
え
ま
で 

 
  

 

と
こ
し
え
ま
で 

 
  

 

忘
れ
じ
ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー 

 
  

 

わ
が
い
の
ち
よ 

  
 

歌
に
登
場
す
る
ア
ニ
ー
ロ
ー
リ
ー
は
１
６
８
２
年
生

ま
れ
の
準
男
爵
ロ
バ
ー
ト
・ロ
ー
リ
ー
の
長
女
。
彼
女
の

魅
力
に
魅
か
れ
た
男
性
の
中
に
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
家
出

身
の
詩
人
ウ
イ
リ
ア
ム
・ダ
グ
ラ
ス
が
い
た
。
二
人
は
将

来
を
誓
い
合
っ
た
が
当
時
二
人
の
親
同
士
は
対
立
す
る

氏
族
に
属
し
て
い
た
た
め
、
結
婚
が
許
さ
れ
ず
に
、
ア
ニ

ー
は
１
７
１
０
年
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
と

結
婚
し
た
。
ダ
グ
ラ
ス
は
熱
い
思
い
を
詩
に
残
し
、
こ
れ

が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
謡『
ア
ニ
ー
・ロ
ー
リ
ー
』と
し
て
後

世
に
受
け
継
が
れ
た
。
曲
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ジ
ョ
ン
・ダ

グ
ラ
ス
・ス
コ
ッ
ト
に
よ
り
、
１
８
３
８
年
ご
ろ
に
つ
け
ら

れ
た
。
こ
の
曲
は
ク
リ
ミ
ア
戦
争
（１
８
５
３
～
１
８
５
６

年
ロ
シ
ア
、
ト
ル
コ
間
の
戦
争
）で
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
兵
士

た
ち
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、
十
九
世
紀
後
半
に
は
英
国
全

土
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
日
本
で
の
訳
詞
は
多
い
が
、  

堀
内
敬
三
訳
が
多
く
歌
わ
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 
 
 

学
習
研
究
社
『
私
の
心
の
歌 

冬
』
か
ら
一
部
引
用  

 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

月 睡眠と肌の健康 

火 入れ歯をご利用のあなたに 

水 妊婦と旅行 

木 かみしめ・食いしばり（TCH） 

金 子どもの予防接種 

土 『鉄分』について考える 

http://www.raijin.com/kenko/
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 け
ん
こ
う 

（百
二
十
四
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎 

一
、
概
要 

 

 

１ 

は
じ
ま
り 

 

２
０
１
９
年
１
２
月
３
１
日
、
中
国
湖

北
省
武
漢
市
で
検
出
さ
れ
た
病
因
不
明
の

肺
炎
（
原
因
不
明
）
の
事
例
に
つ
い
て
Ｗ

Ｈ
Ｏ
中
国
事
務
所
に
通
知
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
２
０
年
１
月
３
日
現
在
、
病
因
不
明

の
肺
炎
患
者
、
全
部
で
４
４
人
が
、
中
国

の
国
家
当
局
に
よ
っ
て
Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
報
告 

武
漢
に
あ
る
関
係
す
る
市
場
は
環
境
衛
生

と
消
毒
の
た
め
に
２
０
２
０
年
１
月
１
日

に
閉
鎖 

 

２
０
２
０
年
１
月
１
日
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
リ
ス

ク
を
評
価
す
る
た
め
に
当
局
に
さ
ら
な
る

情
報
を
求
め
た
。 

臨
床
徴
候
と
症
状
は
主
に
発
熱
で
あ
り
呼

吸
困
難
の
患
者
も
数
人
い
ま
す
。
胸
部
レ

ン
ト
ゲ
ン
写
真
で
は
両
側
の
肺
の
浸
潤
影

を
示
し
て
い
ま
し
た
。 

２ 

２
０
２
０
年
２
月
１
２
日
の
段
階
で
の
発

生
状
況 

①  

全
世
界
で 

感
染
者
数 

約
４
万
４
千
人 

 
 
 

死
亡
者
数 

１
、
１
０
０
人
（
２
．
５
％
） 

② 

圧
倒
的
多
数
は 

中
国 

 
 

中
国
以
外 

 
 

世
界
２
０
カ
国
以
上 

 
 

日
本
国
内 

 
 

２
０
３
人
、
死
亡 

０ 

 
 
 

ク
ル
ー
ズ
船
内 
 

１
７
４
人 

 
 

 
 
 
 
 
 
      

検
疫
官 

１
人 

 
 
 

武
漢
か
ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
機 

１
２
人 

 
 
 

そ
れ
以
外
の
観
光
客    

 
  

１
６
人 

３ 

２
０
２
０
年
２
月
１
２
日
で
の
対
応
基
準 

① 

感
染
拡
大
傾
向 

② 

国
内
医
療
機
関
に
帰
国
者
・
接
触
者
外
来 

設
置 

③  
一
般
医
療
機
関
で
も
感
染
例
や
疑
い
例
が

受
診
す
る
可
能
性
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
態
。 

④ 

医
療
現
場
の
混
乱
の
恐
れ 

⑤ 

感
染
状
況
が
日
々
変
化 

→
 

対
応
も
そ
の
都
度
変
更
の
要
あ
り 

⑥  

こ
の
ガ
イ
ド
を
参
考
に
各
施
設
ご
と
に
対

応  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 

２
０
２
０
年
３
月
２
日
現
在 

 
 

中
国
を
発
生
源
と
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス 

が
世
界
各
地
に
急
速
に
広
が
っ
て
い
る
。 

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
３
月
２
日
現
在 

の
情
報
に
よ
る
と
、
中
国
以
外
の
６
７
カ
国
・ 

地
域
で
感
染
が
確
認
さ
れ
、
中
国
を
含
む
世
界 

全
体
の
感
染
者
数
は
８
万
８
０
０
０
人
を
超
え 

た
。 

新
型
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
「COVID-19

」 

が
引
き
起
こ
す
肺
炎
の
よ
う
な
症
状
な
ど
で
、 

世
界
全
体
で
３
０
０
０
人
以
上
が
死
亡
。
Ｗ
Ｈ 

Ｏ
は
２
月
２
８
日
、COVID-19

が
世
界
的
に
大 

流
行
す
る
危
険
度
を
、 

最
高
レ
ベ
ル
の
「
非
常
に
高
い
」
に
引
き
上
げ
た
。 

 

中
国
の
外
で
最
も
感
染
者
が
多
い
の
は
韓
国
。
欧

州
で
は
イ
タ
リ
ア
、
中
東
で
は
イ
ラ
ン
が
そ
れ
ぞ

れ
、
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 

 

（
世
界
保
健
機
構
、
各
国
政
府
） 

 
 

https://experience.arcgis.com/experience/685d0ace521648f8a5beeeee1b9125cd
https://www.bbc.com/japanese/51685708
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 ５ 

日
本
政
府
の
方
針
（
３
月
２
日
現
在
） 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
応
に
つ
い
て 

◆
国
民
の
皆
さ
ま
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

 

○
国
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
風
邪
や
季 

節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
同
様
に
お
一 

人
お
一
人
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
手
洗
い
な
ど 

の
実
施
が
と
て
も
重
要
で
す
。
感
染
症
対
策 

に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
次
の
症
状
が
あ
る
方
は
「
帰
国
者
・
接
触 

者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

・ 

風
邪
の
症
状
や
３
７
．
５
℃
以
上
の
発
熱 

が
４
日
以
上
続
い
て
い
る
。 

(

解
熱
剤
を
飲
み
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

と
き
を
含
み
ま
す
） 

・ 

強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦
し
さ

（
呼
吸
困
難
）
が
あ
る
。 

※
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
等
の
あ
る
方
は
、

上
の
状
態
が
２
日
程
度
続
く
場
合
、 

セ
ン
タ
ー
で
ご
相
談
の
結
果
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
疑
い
の
あ
る
場
合
に

は
、
専
門
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
」

を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
着
用 

 

 

し
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用
を
避
け
て
受
診  

 

し
て
く
だ
さ
い
。 

○ 

な
お
、
現
時
点
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
以
外
の
病
気
の
方
が
圧
倒
的
に
多

い
状
況
で
あ
り
、 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
心

配
が
あ
る
と
き
に
は
、
通
常
と
同
様
に
、
か

か
り
つ
け
医
等
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
相
談
後
、
医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
お
願
い
】 

○ 

帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら
受

診
を
勧
め
ら
れ
た
医
療
機
関
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。 

○ 

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
マ
ス
ク
を  

 

着
用
す
る
ほ
か
、
手
洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

（
咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
際
に
、
マ
ス
ク
や  

 
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
ハ
ン
カ
チ
、
肘
を
使
っ
て
、 

 
口
や
鼻
を
お
さ
え
る
）
の
徹
底
を
お
願
い
し  

 

ま
す
。 

 

【
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
関
す
る
お
願
い
】 

（
令
和
２
年
２
月 
２
６
日
・
安
倍
総
理
）

NEW! 

○ 

政
府
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
こ
の
１
、
２

週
間
が
感
染
拡
大
防
止
に
極
め
て
重
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
多
数
の
方
が
集
ま
る
よ

う
な
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
イ
ベ
ン
ト

等
に
つ
い
て
は
、
大
規
模
な
感
染
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
を
勘
案
し
、
今
後
２
週
間
は
、
中

止
、
延
期
又
は
規
模
縮
小
等
の
対
応
を
要
請

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
す
。 

（
令
和
２
年
２
月 

２
０
日
） 

○ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
の
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
今
が
重
要
な
時
期
で
あ

り
、
国
民
や
事
業
主
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○ 

最
新
の
感
染
の
発
生
状
況
を
踏
ま
え
る

と
、
例
え
ば
屋
内
な
ど
で
、
お
互
い
の
距
離

が
十
分
に
と
れ
な
い
状
況
で
一
定
時
間
い
る

こ
と
が
、
感
染
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

○ 

イ
ベ
ン
ト
等
の
主
催
者
に
お
い
て
は
、
感

染
拡
大
の
防
止
と
い
う
観
点
か
ら
、
感
染
の

広
が
り
、
会
場
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
開
催

の
必
要
性
を
改
め
て
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
政
府
と
し
て

一
律
の
自
粛
要
請
を
行
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

○ 

ま
た
、
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
感
染
機
会

を
減
ら
す
た
め
の
工
夫
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
。
例
え
ば
、
参
加
者
へ
の
手
洗
い
の
推

奨
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
薬
の
設
置
、
風
邪
の
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よ
う
な
症
状
の
あ
る
方
に
は
参
加
を
し
な

い
よ
う
依
頼
を
す
る
こ
と
な
ど
、
感
染
拡

大
の
防
止
に
向
け
た
対
策
の
準
備
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○ 

国
民
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
風
邪
の
よ

う
な
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
学
校
や
仕
事

を
休
み
、
外
出
を
控
え
る
と
と
も
に
、
手

洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
徹
底
な
ど
、
感

染
拡
大
防
止
に
つ
な
が
る
行
動
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
特
に
高
齢
の
方
や
基

礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て
は
、
人

込
み
の
多
い
と
こ
ろ
は
で
き
れ
ば
避
け
て

い
た
だ
く
な
ど
、
感
染
予
防
に
御
注
意
い

た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○ 

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
や
企
業
、
社
会

全
体
に
お
け
る
理
解
に
加
え
、
生
徒
や
従

業
員
の
方
々
が
休
み
や
す
い
環
境
整
備
が

大
切
で
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
時
差
通
勤

も
有
効
な
手
段
で
あ
り
ま
す
。
関
係
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○ 

な
お
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

今
後
の
感
染
の
広
が
り
や
重
症
度
を
見
な

が
ら
適
宜
見
直
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

＊ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を

受
け
て
、
安
倍
総
理
大
臣
は
３
月
２
日

か
ら
全
国
す
べ
て
の
小
学
校
・
中
学

校
、
そ
れ
に
高
校
な
ど
に
つ
い
て
、
春
休

み
に
入
る
ま
で
臨
時
休
校
と
す
る
よ
う
要

請
す
る
考
え
を
示
し
、
文
部
科
学
省
は
、

今
後
、
全
国
の
関
係
機
関
に
要
請
を
行
う

事
に
し
た
。
今
回
の
要
請
に
幼
稚
園
や
保

育
所
、
学
童
保
育
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

（
２
月
２
８
日
） 

二
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
形 

 

参
考 

太
陽
の
コ
ロ
ナ 

 

三
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴 

 

①
主
に
呼
吸
器
感
染
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
上
気
道 

感
染
だ
が
新
型
肺
炎
は
下
気
道
か
ら
肺
に
侵 

入
す
る
。 

② 

病
原
性
は
低
い
、 

③ 

致
死
率
２
％ 

④ 

飛
沫
、
接
触
で
ヒ
ト‐

ヒ
ト
感
染
を
起
こ
す
。 

⑤ 

空
気
感
染
否
定
的
（例
外
は
あ
る
か
も
）。 

⑥ 

一
人
の
感
染
者
か
ら
２
～
３
人
程
度
に
感
染 

四
、
臨
床
的
症
状 

 

① 

呼
吸
器
症
状
；
上
気
道
炎
、
気
管
支
炎
、
肺
炎 

② 

全
員
が
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
い
。 

③ 

発
熱 

④ 

咳 

⑤ 

筋
肉
痛 

⑥ 

倦
怠
感 

⑦ 

呼
吸
困
難 

⑧ 

頭
痛
、
喀
痰
、
血
痰
、
下
痢 

五
、
診
断 

 

１
．
臨
床
的
診
断 

 

・
特
異
的
な
症
状
や
所
見
は
な
い 
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・
長
く
続
く
発
熱
と
強
い
倦
怠
感 

 
・
他
の
呼
吸
器
感
染
症
と
の
鑑
別
（
イ
ン
フ 

 
 

ル
エ
ン
ザ
、
他
） 

 

・
肺
炎
の
有
無
の
確
認
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン 

 
 
CT

で
） 

 

・
肺
炎
あ
れ
ば
、
肺
炎
球
菌
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ 

 
 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
な
ど
の
検
索
も 

２
．
ウ
イ
ル
ス
学
的
診
断 

 
 
 

Ｐ
Ｃ
Ｒ(

核
酸
増
幅
法
） 

 
  

下
気
道
採
取
が
望
ま
し
い
、
発
病
後
５
日  

   

以
内
、
速
や
か
に
氷
上
か
冷
蔵
庫
（
４
℃
） 

 
 

 
 

輸
送
に
４
８
時
間
以
上
か
か
る
場
合
は
、 

  

マ
イ
ナ
ス
８
０
℃
以
下
の
保
存 

六
、
治
療
・
予
防
（
ワ
ク
チ
ン
） 

１
．
現
在
有
効
性
が
証
明
さ
れ
た
治
療
法
は

な
い
。 

抗
Ｈ
Ｉ
Ｖ
薬
・
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬

の
投
与
が
試
行
さ
れ
て
い
る
。 

２
．
中
心
は
対
症
療
法
・
肺
炎
治
療 

３
．
ワ
ク
チ
ン
は
ま
だ
な
い 

七
、
感
染
対
策 

 

自
分
た
ち
で
や
れ
る
こ
と
は 

し
っ
か
り
や
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

１
．
標
準
予
防
策
の
徹
底 

 
 

① 

呼
吸
器
衛
生/

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

例 

肘
を
口
に
当
て
る 

 
 

②
個
人
防
護
具
の
着
用 

 
 
 
 
 
 
 

例 

マ
ス
ク
の
着
用 

 
 

③
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒 

例 

ア
ル
コ
ー
ル
は
有
効 

 

 

２
．
感
染
経
路
別
予
防
策 

①
飛
沫
感
染
予
防
策
、
接
触
感
染
予
防
策 

 
 
 

例 

ゴ
ー
グ
ル
、
ガ
ウ
ン
、
手
袋
、
マ
ス
ク 

（
②
部
屋
の
換
気
） 

３
．
外
来
患
者
へ
の
対
応 

 

 
 

① 

他
の
患
者
と
の
動
線
を
切
り
離
す
、 

 
 

② 

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
暴
露
リ
ス
ク
へ
の
対
応 

 
(

一
般
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
無
理
。
や
む
を
得
な 

 

 
 

い
場
合
に
は
、
当
院
で
は
自
家
用
車
内
で
の 

 
 

待
機
も
考
え
て
い
ま
す
。
病
院
で
入
院
患
者 

 
 

へ
の
面
会
が
断
ら
れ
る
理
由
で
す
。
ス
タ
ッ 

 

フ
が
感
染
す
る
と
医
院
は
休
診
と
な
り
、
一 

般
の
慢
性
疾
患
な
ど
の
患
者
さ
ん
の
診
療
が

行
え
な
く
な
り
ま
す
。→
地
域
の
医
療
崩
壊 

（
往
診
も
含
め
て
）
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

  

八
、
ま
と
め 

私
た
ち
は
、
人
類
の
歴
史
上
初
め
て
の
世
界
規 

 

模
の
感
染
症
と
戦
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
エ
ピ

デ
ミ
ッ
ク
な
広
が
り
を
許
し
た
の
は
、
自
然
の

驚
異
に
実
に
低
次
元
な
政
治
的
配
慮
を
弄
し
た

こ
と
に
尽
き
る
と
考
え
ま
す
。 

  
 
 
 
 
 
 

河
津
桜
を
愛
で
る
（
庚
申
山
） 
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 院
長
の
ひ
と
り
ご
と
（百
七
十
） 

 

『
海
か
ら
の
贈
り
物
』と
の
邂
逅 

 

本
と
の
出
会
い
の
仕
方
は
多
種
多
様
で
あ
ろ
う 

が
、
こ
の
本
と
の
出
会
い
は
自
分
で
も
珍
し
く
、

全
く
無
関
係
の
こ
と
が
重
な
っ
て
私
の
手
元
に
来

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ば
か
ば
か
し
い
こ
と
に
思
わ
れ

る
が
、
ど
の
一
つ
の
き
っ
か
け
も
一
つ
欠
け
た
ら
多

分
こ
の
本
は
私
の
と
こ
ろ
へは
来
な
か
っ
た
だ
ろ
う 

一
、
私
と
本
と
の
付
き
合
い 

◇ 

開
業
し
て
１
８
年
に
な
る
。
自
分
の
時
間
が
作

れ
な
い
中
で
、
一
番
慰
め
と
な
っ
た
の
が
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
本
が
買
え
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

本
屋
や
工
務
店
な
ど
を
目
的
も
な
く
歩
き
回
っ

て
い
る
と
、「
お
・・・」と
い
う
も
の
に
行
き
当
た

る
楽
し
み
が
あ
る
が
開
業
し
て
か
ら
は
そ
の
種
の

出
会
い
、
冒
険
の
楽
し
み
は
我
慢
し
て
き
た
。  

 

◆ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
購
入
は
、
そ
の
点
、
目
標

と
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
ほ
と
ん
ど
手
に
入
る
が
、

自
分
の
思
考
分
野
か
ら
出
る
こ
と
が
あ
ま
り
な

い
分
だ
け
範
囲
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
販

売
す
る
方
は
こ
ち
ら
の
性
向
・弱
点
を
知
り
、
次

は
こ
ん
な
の
は
ど
う
で
す
か
と
盛
ん
に
攻
め
ま
く

っ
て
く
る
の
だ
。 

◇ 

翌
日
か
数
日
以
内
に
品
物
が
と
ど
く
と
、
す

ぐ
に
読
む
時
間
が
な
い
も
の
だ
か
ら
、
ど
ん
ど
ん

積
み
上
げ
る
だ
け
で
、
だ
ん
だ
ん
家
内
の
顔
が
曇
っ

て
く
る
。
時
に
は
同
じ
本
を
２
冊
も
買
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
、
あ
き
れ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 

◆
懐
に
余
裕
が
あ
れ
ば
、
買
い
た
い
と
き
に
は
で
き
る

だ
け
本
を
買
っ
て
お
く
ほ
う
が
よ
い
、
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
３
０
年
、
４
０
年
と
集
め
て
い
く
と
自
分
の
考

え
の
軌
跡
が
で
き
る
。
た
と
え
読
め
な
く
と
も
自
分

の
思
想
の
足
跡
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
際
、
同
じ
本
を
２
回
も
３
回
も
買
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
が
、
失
敗
し
た
と
感
じ
る
よ

り
、「
あ
あ
、
十
年
経
っ
て
も
二
十
年
経
っ
て
も
、
自

分
の
興
味
趣
向
は
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
だ
な
と
精
神

の
成
長
の
鈍
さ
を
い
と
お
し
く
思
え
ば
よ
い
。 

◇ 

子
供
た
ち
の
年
代
は
考
え
方
が
変
わ
っ
て
き
て
、 

読
み
終
え
た
本
は
二
束
三
文
で
売
り
払
い
、
新
し 

い
本
を
買
う
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
時
に
私
の

本
に
ま
で
手
を
伸
ば
す
が
、
私
は
購
入
し
た
年
月

日
と
そ
の
時
の
住
所
を
書
き
込
ん
で
お
く
の
で
売

り
払
う
と
な
る
と
評
判
が
悪
か
っ
た
。 

◆ 

か
つ
て
父
が
学
生
の
こ
ろ
読
ん
で
い
た「
徒
然
草
」 

を
土
蔵
か
ら
引
っ
張
り
出
し
て
き
て
、
紙
が
日
焼 

け
し
て
黄
色
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
本
を
読
ん
だ 

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
父
の
書
き
込 

み
が
あ
っ
た
り
、
甥
を
連
れ
て
華
厳
の
滝
に
行
っ
た 

９
０
年
も
前
の
栞
な
ぞ
が
挟
ん
で
あ
っ
て
懐
か
し
く 

思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
古
典
の
本
文
は
父
の
時
代
も 

今
も
同
じ
文
字
で
書
か
れ
て
あ
る
か
ら
、
新
し
い 

も
の
を
買
う
必
要
が
な
か
っ
た
。 

 

◇ 

藤
岡
の
病
院
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
、 

終
末
期
医
療
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ 

読
み
漁
り
買
い
求
め
て
い
る
う
ち
に
聖
路
加
病 

院
の
日
野
原
重
明
先
生
の
著
作
に
関
心
を
持
ち 

目
が
開
か
れ
た
気
が
し
た
。 

 

◆ 

昭
和
６
０
年
（１
９
８
５
年
８
月
１
２
日
）
の
御
巣

鷹
山
日
航
機
墜
落
事
件
を
経
験
し
、
そ
の
１
０

年
後
平
成
７
年
（
１
９
９
５
年
）３
月
２
０
日
に
起

き
た
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
で
の
聖
路
加
病
院
で

の
対
応
経
過
を
医
師
会
雑
誌
で
読
ん
で
、
先
生

の
医
療
全
分
野
に
わ
た
る
知
識
と
備
え
と
行
動
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力
に
感
銘
し
著
書
だ
け
で
も
読
ん
で
い
こ
う

と
決
心
し
た
。 

 
 

◇ 
先
生
の
お
名
前
が
多
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
２
０
０
１
年
に「
生
き
方
上
手
」

と
い
う
一
般
向
け
の
本
が
出
版
さ
れ
て
か
ら

で
、
そ
の
後
も
先
生
の
著
作
の
中
に
出
て
く

る
本
を
中
心
に
購
入
し
て
読
ん
で
い
っ
た
。 

 
 

◆ 

「
生
き
方
上
手
」の
中
で「
５
０
代
と
は
、
じ
っ

く
り
と
自
分
に
向
き
合
う
き
っ
か
け
を
与
え

ら
れ
る
と
き
だ
と
い
う
こ
と
を
ア
ン
・モ
ロ
ウ
・

リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
言
葉
と
し
て
紹
介
し
て
い

る
。
こ
の
と
き
先
生
は
９
０
歳
。
そ
し
て
ま
さ

に
こ
の
年
、
ア
ン
・モ
ロ
ウ
は
波
乱
万
丈
の
生

涯
の
幕
を
９
５
歳
で
閉
じ
て
い
る
。 

 
 

◇
早
速
購
入
し
た
ア
ン
・
モ
ロ
ウ
の
著
作
「
海
か

ら
の
贈
り
物
」の
文
庫
本
も
、
気
に
な
り
な

が
ら
、
本
棚
の
片
隅
に
お
し
や
っ
て
し
ま
っ
て

お
い
た
の
で
、
読
ま
れ
る
こ
と
な
く
処
分
さ

れ
て
し
ま
う
運
命
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

そ
れ
は
、
夫
の
有
名
さ
に
乗
っ
て
書
か
れ
た

本
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

思
い
も
あ
っ
た
。
表
紙
に
貝
の
写
真
が
載
っ
て

い
て
、
い
つ
も
ひ
っ
そ
り
静
か
な
た
た
ず
ま
い

だ
っ
た
。 

そ
し
て
十
数
年
経
て
よ
う
や
く
読
む
機
会

が
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 
 

二
、
相
撲
が
き
っ
か
け 

◆
子
供
の
こ
ろ
か
ら
相
撲
好
き
だ
っ
た
私
は
、
学 

校
で
も
家
に
帰
っ
て
か
ら
で
も
だ
れ
か
れ
と
い
わ

ず
、
取
り
組
ん
で
相
撲
を
取
っ
て
い
た
。
少
し
上

の
学
年
と
で
も
結
構
頑
張
っ
て
い
い
相
撲
を
取
っ

た
。
相
撲
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
漫
画
な
ど
も
た

く
さ
ん
読
ん
で
、
栃
若
時
代
、
柏
鵬
時
代
は
ラ

ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
前
に
張
り
付
い
て
聴
い
た
り
観

た
り
し
て
い
た
。
行
事
の
掛
け
声
の
真
似
を
し
て

騒
い
で
い
る
と
、
母
か
ら「
う
る
さ
い
」と
よ
く
た

し
な
め
ら
れ
た
。 

 
 

 

◇
漫
画
で
は
、
江
戸
時
代
の
谷
風
、
雷
電
の
話
を 

好
ん
で
読
み
漁
り
、
た
し
か「
雷
電
」と
い
う
映 

画
も
出
来
て
見
に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
一 

夜
、
谷
風
が
弟
子
の
雷
電
の
名
前
を
考
え
よ 

う
と
向
か
い
合
っ
て
座
っ
て
い
た
。
激
し
い
雷
鳴 

が
あ
っ
た
。
谷
風
が
、
お
お
こ
れ
が
い
い
と
言
っ 

て
弟
子
に「
雷
電
」と
い
う
名
前
を
付
け
た
エ
ピ 

ソ
ー
ド
が
映
画
の
一
場
面
に
あ
っ
た
。
し
か
し 

後
で
読
ん
だ
と
こ
ろ
で
は
、
雷
電
は
松
江
藩
の 

お
抱
え
で
、
し
こ
名
の『
雷
電
』は
松
江
藩
代
々 

の
力
士
に
つ
け
ら
れ
て
い
た
名
前
と
の
こ
と
で 

あ
っ
た
。  

 

  

谷
風
（
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

１
７
５
０
年
（
寛
延
３
年
）- 

１
７
９
５
年
（
寛
政
７
年
）  

 

 

雷
電
（
ウ
イ
キ
ペ
デ
ィ
ア
よ
り
） 

１
７
６
７
年
（
明
和
４
年
）1

月 
–
 

１
８
２
５
年
（
文
政
８
年
） 

 
 

  

◆
そ
ん
な
相
撲
好
き
の
私
が
４
０
年
近
く
も
藤
岡 

で
暮
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
土
師
神
社
に
祭

ら
れ
て
い
る
相
撲
の
祖
、
野
見
宿
禰
の
ご
褒
美
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1750%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E5%BB%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/1795%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%AF%9B%E6%94%BF
https://ja.wikipedia.org/wiki/1767%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E5%92%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/1825%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E6%94%BF
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◇
谷
風 

２
５
８
勝
１
４
敗
１
６
分
１
６
預 

５
無
勝
負
１
１
２
休
、
勝
率.

９
４
９ 

雷
電 
２
５
４
勝
１
０
敗
２
分
１
４
預 

５
無
勝
負
４
１
休
、
勝
率
０
．
９
６
２ 

 
 

◆
こ
ん
な
垢
抜
け
し
な
い
話
を
、
弓
道
部
の
仲

間
に
得
意
に
な
っ
て
話
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
看

護
学
生
が「
そ
の 

谷
風
雷
電
と
い
う
人
は

…

」 

 
 

 

と
尋
ね
て
き
た
が
、
ど
う
も
姓
は
谷
風
、
名
は

雷
電
と
い
う
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
、

大
笑
い
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
の
話
を
同
級

生
の
一
人
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
友
人
は
後

で
私
が
、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ

た
こ
と
を
知
り
、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
こ
と
を
知

ら
な
い
ほ
う
が
、
谷
風
、
雷
電
を
知
ら
な
い
こ

と
よ
り
よ
ほ
ど
お
か
し
い
よ
、
と
私
は
一
蹴
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。

 

こ
の
人
は
、
１
９
２
７
年
５
月
２
０
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
、
パ
リ
間
を
３
３
時
間
２
９
分
３
０
秒
の
大
西
洋

単
独
無
着
陸
飛
行
に
初
め
て
成
功
し
た
２
０
世

紀
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
あ
る
。 

◇
こ
の
経
験
は
実
に
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
っ
た
。
自
分
の
脳

は
他
人
と
異
な
り
ず
い
ぶ
ん
偏
っ
て
い
て
、
同
年

代
の
者
た
ち
が
興
味
を
持
つ
こ
と
と
は
全
く
別
な

こ
と
に
だ
け
し
か
興
味
を
持
て
な
い
こ
と
で
強
い
コ

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
陥
り
、「
リ
ン
ド
バ
ー
グ
」と
い
う

名
前
は
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
胸
に
し
ま
っ

て
お
く
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
 

◇
そ
の
後
、
１
０
年
以
上
経
っ
て
日
野
原
先
生 

 
 

 

の「
生
き
方
上
手
」の
中
で
、
こ
の
有
名
な
リ
ン
ド 

 
 

 

バ
ー
グ
の
夫
人
で
あ
る
ア
ン
・モ
ロ
ウ
の「
海
か
ら
の 

 
 

 
贈
り
物
」と
い
う
作
品
を
知
り
、
購
入
し
た
と
い 

 

 
 

 
う
わ
け
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

三
、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
夫
人
か
ら
ア
ン
・モ
ロ
ウ
へ 

 
 

◆
最
近
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｔ
Ｖ
で
リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
特
集
が 

あ
り
私
に
は
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た
。  

 
 

 
 

①
リ
ン
ド
バ
ー
グ
夫
妻
に
は
６
人
の
子
供
が
あ
っ

た
が
第
１
子
の
長
男
が
、
１
歳
８
か
月
で
誘
拐 

殺
害
さ
れ
た
こ
と
、 

②
最
後
ま
で
無
罪
を
訴
え
て
い
た
容
疑
者
が
、 

確
証
が
な
い
ま
ま
、
身
代
金
を
要
求
し
て
き 

 

た
と
き
の
電
話
の
声
が
容
疑
者
の
声
に
間
違 

 

い
な
い
と
い
う
リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
証
言
だ
け
で 

 

殺
人
者
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
こ
と
。 

③
そ
の
後
５
人
の
子
供
が
生
ま
れ
た
こ
と
。 

１
９
７
４
年
に
リ
ン
ド
バ
ー
グ
が
死
亡
し
、 

 
 

 
 

④
２
０
０
１
年
に
ア
ン
・モ
ロ
ウ
が
死
亡
し
た
後
、 

２
０
０
３
年
に
ド
イ
ツ
に
リ
ン
ド
バ
ー
グ
の
子
供

が
３
人
い
る
こ
と
が
遺
伝
子
検
査
で
分
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

◇
「
海
か
ら
の
贈
り
物
」は「
生
き
方
上
手
」的
に

み
る
と
、
こ
れ
ま
で
は
夫
の
た
め
、
子
育
て
な

ど
の
た
め
に
忙
殺
さ
れ
て
き
た
自
分
の
生
き

方
を
５
０
歳
代
に
な
っ
て
見
直
し
、「
・・・今
ま

で
は
自
分
の
外
ば
か
り
を
向
い
て
い
た
。
こ
れ

か
ら
は
内
な
る
自
分
に
目
を
向
け
外
の
自
分

と
調
和
・・・」
し
て
ぜ
ひ
充
実
し
た
人
生
を
歩

む
べ
き
だ
、
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:LindberghStLouis.jpg
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ツ
メ
タ
貝
『
日
本
の
貝
６
２
９
種
』
誠
文
堂
新
光
社

解
説
＆
生
態
写
真 

高
重 

博
、
標
本
写
真
武
井
哲
史 

島
民
に
し
か
会
う
こ
と
の
な
い
小
島
の
砂

浜
で
拾
っ
た
貝
殻
、
そ
の
空
虚
さ
の
中
に
あ

る
充
実
感
。
反
対
に
日
常
生
活
の
中
で
び

っ
し
り
詰
ま
っ
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
素
晴
ら
し

い
人
と
の
会
話
会
見
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
中

に
あ
る
空
虚
感
。
後
者
の
中
に
あ
っ
て
も
、

目
の
前
の
こ
と
に
忙
殺
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

自
分
を
い
つ
も
見
つ
め
な
お
し
、
世
界
中
で

起
こ
っ
て
い
る
不
合
理
な
こ
と
への
関
心
と

関
与
を
續
け
る
姿
勢
を
保
て
、
と
い
う
風

に
私
は
受
け
止
め
た
。 

◇
正
直
、
修
飾
語
が
次
か
ら
次
と
出
て
き
て

う
ん
ざ
り
し
た
が
、
２
回
目
に
読
む
と
き
に

は
、
貝
の
写
真
を
見
な
が
ら
だ
と
、
な
ん
と

適
切
な
表
現
だ
ろ
う
と
感
心
し
た
。
さ
ら

に
深
め
た
読
み
方
を
し
た
い
と
３
回
目
を
読
ん

で
い
る
途
中
だ
が
、
ど
な
た
か
に
講
義
し
て
も

ら
え
た
ら
と
て
も
う
れ
し
い
。 

◆
こ
の
作
品
を
読
み
返
し
て
い
る
と
、
リ
ン
ド
バ
ー

グ
の
夫
人
か
ら
成
長
し
て
、
一
人
の
作
家
と
し

て
の
ア
ン
・モ
ロ
ウ
の
人
格
が
誕
生
し
た
の
を
感

じ
た
。
そ
し
て
将
来
、「
作
家
・詩
人
ア
ン
・モ
ロ

ウ
の
夫
で
あ
る…

」と
い
う
前
書
き
が
冠
さ
れ

る『
リ
ン
ド
バ
ー
グ
氏
』
と
い
う
時
代
が
来
る
か

も
し
れ
な
い
。  

 

 
 

 

た
こ
ぶ
ね
貝 

創
元
社
『
不
思
議
で
美
し
い
貝
の
図
鑑
』
ポ
ー
ル
・
ス
タ
ロ
ス
ク
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
セ
ン
ダ
ー
ス
、
高
田
良
二
監
訳 

 
 

 
 

 
 

 
 

◇
私
は
同
世
代
の
人
た
ち
と
、
変
わ
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
、
と
い
つ
も
思
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
、
相
撲
好
き
だ
っ
た
と
い
う
変
わ
り
者
で

な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
本
と
の
出
会
い

も
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

 

 
 

 

ほ
ら
貝 

 

 
 

創
元
社
『
不
思
議
で
美
し
い
貝
の
図
鑑
』
ポ
ー
ル
・
ス
タ
ロ
ス
ク
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
セ
ン
ダ
ー
ス
、
高
田
良
二
監
訳 

 


